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令和 6年度 入曽地域交流センター 振り返り（評価・課題等） 

 

入曽地域交流センターでは、豊かな地域づくりを進めるため、３つの基本方針を掲げ、事業

を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

 地域のまちづくり活動の促進 

地域がつながる事業を実施するとともに、地域住民の主体的なまちづくり活動への

支援に取り組み、賑わいのある地域づくりに繋げていくことができた。 

 

 住民の学習活動を促進する事業の充実 

 文化活動やスポーツなどをはじめとした多種多様な学習機会を提供した。また、セン

ター利用者による講座など、学びの成果を活かす取組を行うこともできた。 

今後も、地域住民のニーズに対応し、主体的に参加できる事業を展開していくととも

に、学びの成果を地域社会のなかで活かせる環境づくりに努めていく必要がある。 

 

 幅広い世代の交流等の促進 

地域の団体と協力し、それぞれの持ち味を生かすことで、幅広い世代が集う事業を

実施することができた。 

引き続き、地域住民の交流や連携の促進が図れる事業を実施していく。 
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分
類

終了時期

11月 2 回 202 人 1,000 円

【ねらい】

4.6

5月 1 回 422 人 0 円

【ねらい】

2月 2 回 330 人 1,000 円

【ねらい】 （2月は0円）

11月 1 回 3,502 人 0 円

【ねらい】

12月 1 回 1,091 人 0 円

【ねらい】

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会、入曽ミニ
スポーツ推進倶楽部

備
考

【共催】食と農まちづくりの会
【講師】犬井正（獨協大名誉教授）、澤登早苗
（恵泉女学園大学名誉教授）

【内容】
「武蔵野の落ち葉堆肥農法に学ぶ」美味しい野菜と微
生物に関する講演会を実施した後、新鮮な地元野菜
の軽トラ市を実施した。
「地域の暮らしと生態系を守る」「地域の有機農業の可
能性」に関する講演会及びパネルディスカッションを実
施した後、新鮮な地元野菜の軽トラ市を実施した。

【内容】

【継続】

備
考

【共催】 4 市制施行70周年いりそフェスタ２０２４

地域で活動する団体等によるアトラクション及び出店を
実施した。（発表ステージ、あそび広場、地域防災、敬
老事業、飲食コーナー）

農業の魅力発信のための講演会や地元野菜など
の軽トラ市などを実施し、食と地域農業を通じた全
世代の交流を図る。
【総合評価】

11月

【共催】 2 入曽地区自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会 【継続】

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【共催】 1 食と農のまちづくり事業 【新規】 4月

5月

【内容】
14自治会がソフトボールに７自治会がボッチャに分か
れて対戦した。

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相
互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。
【総合評価】

親しみのある地域の季節行事として定着させること
を目標としつつ、地域団体などとの協働の運営によ
り、地域住民の交流の輪が広がる催しや賑わいを
創出し、全世代の交流を図る。
【総合評価】

備
考

【共催】 3 笑ってつながろう地域芸能 【新規】 10月

【内容】
林家つる子師匠の落語会を実施した。
どじょう掬いを楽しむ会の指導で、子どもから大人まで
一緒にどじょう掬い踊りを踊って楽しんだ。

笑いをとおして、つながりを広め、安心・安全の地域
社会をつくる。

【総合評価】

備
考

【共催】笑ってつながろう地域芸能実行委員会
【協力】どじょう掬いを楽しむ会、NPO法人入曽
支え合いたっち
【講師】林家つる子(日本落語協会真打）

【共催】いりそフェスタ実行委員会

【共催】 5 いりそら+キッズ　マルシェ 【新規】 12月

【内容】
地域の子どもたちも参加してマルシェを実施した。 自分たちの町を住みやすい町、心地よい町にするた

めに、将来を担う子どもたちと大人が一緒になってワク
ワクするイベントを実施し、地域を盛り上げていく。

【総合評価】

備
考

【共催】いりそら

地
域
づ
く
り

191



分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 506 人 0 円

【ねらい】

10月 回 人 円

【ねらい】

6 件 8 回 6,053 人

3月 7 回 162 人 0～5,500 円

【ねらい】 （一部実費）

4.1

5月 1 回 18 人 0 円

【ねらい】

9月 2 回 124 人 0 円

【ねらい】 （一部実費）

4.6

【内容】

【内容】

【継続】

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相
互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。
【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会

1 大人の学び講座 【継続】 4月

誰もが気軽に参加できるスポーツを広めるとともに、
参加者の健康増進と交流を図る。

【内容】

備
考

【共催】任意団体地域子育て支援、さやキッチン

5月

『地域づくり』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【総合評価】

「はじめてのNISA教室」を実施した。
「押絵教室」を実施した。
「源氏物語入門講座」、「源氏物語講座」を実施した。
「大人の社会科見学」を実施した。
「整理収納講座『人生が好転する大掃除前の片づけ
術』」を実施した。
「寄せ植え教室」を実施した。

新しい学びを通じて、日常生活を豊かにすることを
目的に、教養を深める学習講座を実施する。

【総合評価】

大ホールにコートを作成し、ゲームを楽しみながらボッ
チャのルールを学んだ。
県予選大会を開催し、優勝者は県主催大会に出場し
た。

雨天中止
【内容】

地域団体などとの共同の運営により、入曽地区の団
体などによるコンサートを実施し、音楽を通して世代を
超えた交流を深める。

【総合評価】

6 第19回入曽ふれあいコンサート 【継続】 3月【共催】

【内容】

【共催】 【継続】

地域団体、出演団体から選出された実行委員が運営
するコンサートを開催した。
入曽地区を中心に活動する21組が出演した。

【共催】入曽ふれあいコンサート実行委員会
備
考

10月7 第68回入曽地区体育祭

【主催】

親子で農業（いちご狩り）体験を実施した。
収穫したいちごを、デザートにして実食した。

親子でコミュニケーションをとりながら収穫体験をし
て実食することで、食育を推進する。

【共催】 2 親子で農業体験 【新規】

【総合評価】

6月

備
考

【共催、協力】入曽ミニスポーツ推進倶楽部、狭
山市スポーツ推進委員

備
考

【共催】水野公民館、中央図書館
【講師】日本証券業協会、松村　綱義、及川道之
(秋草学園短期大学名誉教授)、今田ゆみ、狭山
市都市緑化植物園

【共催】 3 ミニスポーツ体験会

地
域
づ
く
り

学
習
・
文
化
活
動
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分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 3 回 25 人 1,500 円

【ねらい】

4.6

11月 1 回 45 人 300 円

【ねらい】

11月 1 回 2,214 人 0 円

【ねらい】

3月 4 回 16 人 1,500 円

【ねらい】

4.7

7 件 19 回 2,604 人

11月 6 回 56 人 0 円

【ねらい】

4.8

【主催】

【主催】

5 グラウンドゴルフ大会

4月

【継続】7 利用者による初心者体験教室

備
考

【講師】狭山蕎麦文化研究倶楽部

「そば打ち体験教室」を実施した。 地域住民への多様な学習機会の提供と、サークル
活動等の活性化を図る。

【総合評価】

【総合評価】

屋外でヨガを実施した。
ヨガ教室終了後、会場を参加者同士が交流する場とし
た。

屋外でヨガを行うことにより、健康な心と体づくりを推
進し、参加者同士の交流を図る。

11月

備
考

【協力】入曽地区老人クラブ連合会

各組に分かれてホールを回る個人戦を実施した。 高齢者を対象としたグラウンドゴルフ大会を通じて、
参加者の健康増進と親睦を深める。

【総合評価】

【主催】

【内容】

日頃の活動成果を発表するとともに、市民相互の交
流と文化活動の発展を図る。

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

【内容】

備
考

「エチオピア料理教室」を実施した。
「台湾料理教室」を実施した。
「タイ料理教室」を実施した。

【総合評価】

【継続】【共催】

【共催】

6 市民文化祭入曽地域交流センター会場

入曽地域交流センター利用団体による日頃の芸術文
化活動の成果を発表した。（作品展示、発表、模擬店）

1 青空ヨガ教室

『学習・文化活動』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 11月

【内容】

12月

4 入曽deクッキング！ 【新規】 1月

備
考

【講師】土田丹智子

食文化や調理法などを学ぶとともに、食を通じた参
加者同士の交流を図る。

【総合評価】

【内容】

【内容】

【新規】

備
考

【講師】白井智子

学
習
・
文
化
活
動

交
流
連
携
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分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 10 回 1,477 人 0 円

【ねらい】 （大人200円）

3月 24 回 720 人 0 円

【ねらい】

3月 8 回 142 人 0 円

【ねらい】

4.8

7月 1 回 96 人 0 円

10月 2 回 68 人 0～1,000 円

【ねらい】

4.9

【内容】

【総合評価】

子どもから高齢者までを対象に、食を通して多世代
が集える場を提供し、地域ぐるみで子どもの学びや
成長を支援する。
【総合評価】

備
考

【共催】にこにこクラブ
【協力】青少年育成入曽地域会議

【共催】 3 子育てたっち 【継続】 4月

【総合評価】

【共催】 6 児童館・子育てプレイス連携事業 9月

備
考

【協力】ふじみおはなし会、子育てプレイス入曽

キッズルームにて未就学児と保護者が楽しめる交流ひ
ろばを開催した。
子育て支援スタッフによるスポットタイム講座を実施し
た。

7月

未就学児と保護者を対象として、子育ての相談や
参加者同士が交流する場を提供する。

【総合評価】

備
考

【共催】「子育てたっち」キッズルーム対応班
（NPO法人いりそ支えあいたっち内）

主に未就学児を対象に、絵本の読み聞かせをする
ことで、楽しみながら仲間作りやキッズルームの利
用促進を図る。

【継続】 5月

大ホールで会食会を実施した。
青少年育成入曽地域会議による小中学生の学習支援
を同時開催した。

【共催】

絵本の読み聞かせ、パネルシアター、紙芝居等を実施
した。
7月・１月は子育てプレイス入曽で実施した。

【主催】 4 読み聞かせ会

【内容】

【内容】

市制施行70周年事業として「ボッチャ大会」を入曽地
域交流センターで開催し、１６チームが参加した。

【共催】

誰でも気軽に参加できる「ボッチャ」の大会を実施
することで、幅広い年齢層の交流を図る。

5 市制施行70周年ボッチャ大会

2 にこにこ食堂

【内容】

【継続】 4月

【内容】

【新規】

備
考

【共催】障がい者福祉課

子どもと保護者が身近な場所で遊びを通じて集う機
会を提供する。

【総合評価】

【ねらい】

交
流
連
携

「パパママカフェ特別講座」と題し、分離保育を実施し
て保護者がコーヒーの淹れ方を学び、試飲した。
「ミニスポーツフェスティバル」を実施した。

【新規】

備
考

【共催】入曽児童館
【講師】株式会社スターバックス コーヒー狭山市
入間川にこにこテラス店
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分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 15 回 303 人 0 円

【ねらい】 （一部実費）

4.9

7 件 66 回 2,862 人

3月 14 回

【ねらい】

1 件 14 回
2 件

4月 1 回 45 人

【ねらい】

3月 2 回 15 人

【ねらい】

1月 4 回 85 人

【ねらい】

7月

『交流連携』事業（件数、回数、延参加者数）小計

夏休み期間中に「夏休み☆こどもチャレンジ」と題し、
思い出作り、自由研究向けの講座を開催し（キャンプ、
バスツアー、ダンス、文化財、絵手紙、プログラミング、
手話、工作、理科実験、空手、等）、複数回参加者に
記念品や賞状の授与を行った。
書初め教室、プログラミング教室を実施した。

1 展示スペース

展
示

【主催】

地域住民に作品を展示する場所を提供することに
より、地域における芸術文化の振興、地域住民の交
流や連携を促進する。

【共催】 7 こどもチャレンジ教室 【継続】

【共催、協力】青少年育成入曽地域会議、入曽
児童館、秋草学園高等学校、スワンバレエアート
サークル、絵手紙玉葉の会、友空会空手クラブ、
NPO法人さやま環境市民ネットワーク　ほか

4月

備
考

【総合評価】

【内容】

【内容】
実行委員会（1回）、合同会議（1回）を実施した。 事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑

に運営することを目的に実施。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会

【共催】 1 自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会合同会議 【継続】 4月

【内容】
年間を通じて交流スペース・大ホール前廊下を活用
し、写真や絵画等の作品の展示した。

【主催】 2 入曽地区まちづくり推進協議会 【継続】

3 いりそフェスタ実行委員会 【継続】

入曽地区まちづくり推進事業助成金の概要、審査につ
いて確認を実施した。
令和6年度入曽地域交流センター、入曽公民館のイベ
ント及び地域づくり事業についての確認を実施した。

備
考

【協力】入曽地区まちづくり推進協議会委員

【主催】

4月

センターの運営等について必要な協議等を行うとと
もに、地域住民が主体に行うまちづくり活動の調整
等を行うために実施
【総合評価】

備
考

【共催】いりそフェスタ実行委員会

6月

【内容】
いりそフェスタ2024の開催に向けた各部会の進捗状況
の報告や、実務の確認などを実施した。

事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施。

【総合評価】

備
考

交
流
連
携

会
議

【内容】

【継続】

長期休暇など、学校が休みの期間における子ども
の自主性の育成と世代間交流の促進を図る。

【総合評価】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

195



分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 6 回 219 人

【ねらい】

3月 2 回 10 人

【ねらい】

3月 4 回 45 人

【ねらい】

6 件 19 回 419 人

3月 12 回

【ねらい】

3月 12 回

【ねらい】

【内容】
消防法に基づき、消防用設備や機器について理解
し、出火時に適正な対応ができるように実施

【総合評価】

7月

【内容】
実行委員会（3回）、部会会議（2回）を実施した。 事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑

に運営することを目的に実施。

【総合評価】

【継続】

自衛消防隊を対象に、避難経路や消火器・消火栓の
確認を９月・３月に実施した。

【主催】 5 防火訓練 【継続】 9月

【共催】 4 市民文化祭に関する会議

備
考

【協力】狭山消防署水野分署

【主催】 6 入曽ふれあいコンサート実行委員会 【継続】

【継続】

事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

【内容】

コンサートの開催に向けた実務の確認や、出演団体と
の調整などを実施した。

事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽ふれあいコンサート実行委員会

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】

【内容】

12月

4月

【主催】 1 入曽地域交流センターだより発行 【継続】 4月

備
考

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

地域住民に対し、事業や講座、また地域の行事に
ついて周知することで、事業の充実と地域の活性化
を図る。
【総合評価】

様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】

備
考

　

事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

備
考

入曽公民館だより合同

【主催】 2 公式ホームページ更新

会
議

広
報
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分
類

終了時期

令和6年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

【ねらい】

3月 ― 回

【ねらい】

4 件

【主催】 3 公式Instargram更新 4月

『広報』事業（件数）小計

【主催】 4 いろいろいりそフォトギャラリー 【新規】 5月

【内容】
入曽地区の写真を募集し、投稿写真をSNSなどの媒体
を使用して掲載した。

入曽地区の見どころを募集し紹介することで、地域
への愛着を育むとともに、入曽地域交流センターの
認知度向上を図る。
【総合評価】

備
考

　

【継続】

【内容】
事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】

備
考

　

広
報
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令和 7年度 入曽地域交流センター事業 基本方針・重点目標 

 

地域のまちづくり活動や学習活動及び交流の拠点として開所した当施設は、従来の地区セ

ンターと公民館の機能を継承しつつ、狭山市地域交流センター条例に基づき、学習・文化・健

康・福祉・まちづくりに関することなど、地域住民の様々な活動や交流を促進する事業を実施

することとしている。 

公民館の事業は、地域の歴史や文化、現代的課題等に関する学びを通して人づくりや豊

かな地域づくりを進めていくのに対して、地域交流センターの事業は、地域住民が交流できる

様々な機会を提供して豊かな地域づくりを進めていくものである。 

地域のまちづくりを進める上で、住民の学習や文化等の活動は欠かせないものであることか

ら、公民館の事業と地域交流センターの事業は表裏一体のものとして捉え、令和７年度にお

ける入曽地域交流センター事業の基本方針及び重点目標を次のように定める。 

 

 基本方針 １  地域のまちづくり活動の促進 

 住民同士のつながりを強化し、地域の課題を解決するため、まちづくり活動に取り組む団体

の活動を支援し、元気で活力のある地域づくりを促進する。 

 また、様々な分野で地域のために活動している団体の連携を促進する。 

【重点目標】 

  （１）住民主体のまちづくり活動の促進及び支援 

（２）地域の団体との連携による地域行事の開催 

 

 基本方針 ２   住民の学習活動を促進する事業の充実 

 学習を通じて、自己を磨き高めるとともに、学びの成果を地域社会のなかで活かせることが

できるよう、多様な学習の機会を提供する。 

 また、人々のライフスタイルの多様化に対応して、地域住民が主体的に活動することができる

場を提供する。 

【重点目標】 

（１）住民の教養の向上、いきがいづくりに寄与する事業の充実 

（２）文化活動やスポーツ活動を促進する事業の充実 

（３）学びの成果を地域に活かす事業の充実 

 

基本方針 ３   幅広い世代の交流の促進 

  住民同士の相互理解と交流を深め、豊かな地域コミュニティを形成できるよう、子供から高

齢者まで幅広い世代が集い、地域住民の交流や連携の促進が図れる事業を実施する。 

【重点目標】 
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    （１）子供から高齢者まで、幅広く参加できる事業の実施 

（２）関係団体等と連携し、子育て世代を支援する事業の実施 
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対象者
公民館事業

と共催 開始時期 終了時期

全年齢 ○ 5月 5月

全年齢 6月 3月

全年齢 ○ 10月 10月

全年齢 11月 11月

成人 3月 3月

全年齢 4月 2月

成人 4月 3月

全年齢 6月 3月

成人 ○ 10月 11月

高齢者 11月 11月

全年齢 4月 3月

青少年 〇 4月 3月

全年齢 4月 3月

成人 4月 3月

学
習
・
文
化
活
動

交
流
連
携

農業の魅力発信のための講演会や地元野菜を使った料理講座、有機野菜などの軽トラ市やマルシェなど
を実施し、食と地域農業を通じた全世代の交流を図る。

令和7年度　入曽地域交流センター　事業計画

分
野

事業名 回数

ねらい／内容

地
域
づ
く
り

【共催】 1 入曽地区自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会 【継続】 1回

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】 2 食と農のまちづくり事業 【継続】 3回

地域団体などとの共同の運営により、入曽地区の団体などによるコンサートを実施し、音楽を通して世代を
超えた住民の交流を深める。

【共催】 3 第69回入曽地区体育祭 【継続】 1回

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】 4 いりそフェスタ2025 【継続】 1回

親しみのある地域の行事として定着させることを目標としつつ、地域団体などとの協働の運営により、地域
住民の交流の輪が広がる催しや賑わいを創出し、全世代の交流を図る。

【共催】 5 第20回入曽ふれあいコンサート 【継続】 1回

誰もが気軽に参加できる「ボッチャ」などを広めるとともに、参加者の健康増進及び交流を図る。

【主催】 2 大人の学び講座 【継続】 5回

新しい学びを通じて、日常生活を豊かにすることを目的に、教養を深める学習講座を実施する。
また、地域住民への多様な学習機会の提供と、サークル活動等の活性化を図る。

【共催】 3 ミニスポーツ体験会 【継続】 3回

高齢者を対象としたグラウンドゴルフ大会を通じて、参加者の健康増進と親睦を深める。

【主催】 1 入曽deクッキング！ 【継続】 4回

食文化や調理法などを学ぶとともに、食を通じた参加者同士の交流を図ることを目的に、料理教室を行う。

【共催】 4 市民文化祭 【継続】 1回

日頃の創作活動等の成果発表の場を提供し、市民文化の向上を図るとともに、そこに集う市民の相互の交
流を図る。

【主催】 5 グラウンドゴルフ大会 【継続】 1回

キッズルームにて未就学児と保護者が楽しめる交流ひろばを開催し、子育ての相談や参加者同士が交流
する場を提供する。

【共催】 3 にこにこ食堂 【継続】 12回

子どもから高齢者までを対象に、食を通して多世代が集える場を提供し、地域ぐるみで子どもの学びや成
長を支援する。

【共催】 4 子育てたっち 【継続】 19回

長期休暇など、学校が休みの期間における子どもの自主性の育成と世代間交流の促進を図るために、専
門家や地域の大人による体験学習を行う。

【共催】 1 児童館・子育てプレイス連携事業 【継続】 3回

入曽児童館・子育てプレイス入曽と連携し、交流センター利用者や地域団体と児童館・プレイス利用者が交
流できる事業を実施し、同世代の仲間づくりに繋げるとともに、多世代交流を図る。

【主催】 2 こどもチャレンジ教室 【継続】 5回
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対象者
公民館事業

と共催 開始時期 終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業計画

分
野

事業名 回数

ねらい／内容

成人 〇 5月 1月

青少年 5月 3月

成人 6月 11月

交
流
連
携

【主催】 7 青空ヨガ教室 【継続】 5回

屋外でのヨガを通じて、心身の健康増進と継続的な運動習慣の定着を促進し、参加者同士の世代を超え
た交流を図る。

【主催】 6 読み聞かせ会 【継続】 10回

主に未就学児の親子を対象に、絵本の読み聞かせをすることで、楽しみながら仲間作りを図る。

【共催】 5 出張ぱれっとさん 【新規】 5回

入曽保育所の利用者支援事業の周知を図るため、保育士がキッズルームに出張し、ふれあい遊びや育児
相談、身体測定などの子育て支援事業を実施する。
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